第25回富山県景観審議会　議事録

日　時　令和３年10月12日（火）　１０：００～１２：００
場　所　富山県民会館３０２号室
出席者　明石委員、上野委員、近江委員、岡本委員、奥委員（会長）、河合委員、久保田委員、
坂井委員、鈴木委員、中田委員、永守委員、能作委員、服部委員、柳委員
（委員１５名中１４名出席）

議事

● 第１号議案　会長互選、会長職務代理者の指名について
・奥委員が会長に互選された。

・鈴木委員が会長職務代理者に指名された。
● 第２号議案　景観賞選定部会の委員の指名・推薦について
・奥会長より、部会に属する景観審議会委員の指名と、部会専門員の推薦が行われた。
　
● 第３号議案　屋外広告物部会の委員の指名・推薦について
・奥会長より、部会に属する景観審議会委員の指名と、部会専門員の推薦が行われた。
· 第４号議案　眺望景観保全指針策定部会（案）の設置について
・資料に基づき、事務局より「眺望景観保全指針策定部会（案）の設置」について説明。
・「眺望景観保全指針策定部会の設置」が原案どおり承認された。
· 第５号議案　眺望景観保全指針策定部会（案）の委員の指名・推薦について
・奥会長より、部会に属する景観審議会委員の指名と、部会専門員の推薦が行われた。
報告事項

富山県の景観施策について
・資料に基づき、事務局より「富山県景観条例施行状況報告等について」を報告。
各委員からの景観施策全般に対する意見
（委員①）
・壁面緑化のような緑のある建物は非常にうるおいがあって良いと感じる。
・建物の壁面に緑があると雑草が生えるなどの声を聴くので、それを美しいと思ってもらえるようになれば良い。
（委員②）
・若い世代の人も見に行きたくなるようなビューポイントの発信が大切なのではないか。
（委員③）
・今までは富山のお客様を県外や様々なところへお連れするのが観光業の生業だったが、コロナの影響で、富山県で過ごしてもらうにはどうすればよいかと考えさせられた。
・ビューポイントの選定のための視察では、この場所であれば自分のお客様に紹介できるという思いが強かった。
・これからもマイクロツーリズムを意識しながら景観を一つのソースとして使っていきたい。
（委員④）

・派手な看板が減ってきているので、このまま景観が優れていけば良い。
（委員⑤）
・古い町並みの、少なくとも今ある形が失われていかないようにしていきたい。
（委員⑥）
・ビューポイントを増やせないか。
（委員⑦）

・ビューポイントを中心に周りにも広がっていくようなまちづくりができたら良い。
（委員⑧）
・散居村は、そこに暮らしている人の生業で成立しているので、散居村を下から見るビューポイントがあってもいいのではないか。

・せっかく選定されたビューポイントを県民の方へ知ってもらい学んでいただけるような機会を作るために知恵を絞りたい。
（委員⑨）

　・6月に富山湾が国の湾岸サイクリングロードに認定された。
・これは国自体がバックアップをしながら観光を進めていく流れでもある。
・インバウンドの視点で景観ということも捉えながら、富山県を県内外に向けて広く発信していくチャンスのお役に立てればと思っている。
（委員⑩）
・ビューポイントに取り上げられていない素敵な場所もたくさんあるので、そのようなところもこれから広報していく必要があるのではないか。
（委員⑪）

　・ビューポイントに使用する60地点の写真は色々な角度からの写真があれば良い思う。
（委員⑫）　
・景観は生活の結果でしかなく、守ろうというだけでは保てない。
・住んでいて刻々と美しさが失われていくのを体感しているので、我々ができることは古いものに新しいものを加えながらみんなで楽しい使い方をしていくということ。

・富山の人が普通だと思っていることは、県外・世界に行くと意外となく、すごいということがわからずいつの間にか消えてしまう。
・そこでビューポイントを指定していくというのは大事な活動で、気づくことができたからには
それを残し、楽しい使い方をしていきたい。
（委員⑭）
　・人が暮らすことでできた文化的景観は脆く、気づかないうちになくなってしまう。

　・県としてどのようなアイデアで文化的景観を守っていくか探ることが大事。
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